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１
９
８
４
年
の
発
足
か
ら
今
年
で
2
5
年
を
迎
え

る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
四
半
世
紀
の
歴
史
を
垂
ね
る
間
、

岡
山
で
医
学
生
の
集
ま
り
か
ら
始
ま
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

　
□
2
5
年
の
歴
史
□

　
始
め
た
時
は
「
何
か
を

や
り
た
い
、
人
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

だ
け
で
し
た
。
現
場
で
の

活
動
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

多
く
の
考
え
方
を
積
み
重

ね
て
き
た
結
果
が
今
の
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
で
す
。
私
た
ち
が

絶
え
ず
発
信
し
て
い
る
こ

と
、
例
え
ば
「
相
互
扶
助
」

や
「
援
助
を
受
け
る
側
に

も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
す

べ
て
現
場
で
の
活
動
か
ら

得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
相
互
扶
助
は
9
5
年
の
サ

ハ
リ
ン
大
地
震
で
実
感
し

ま
し
た
。
あ
の
と
き
私
た

ち
は
、
援
助
を
ロ
シ
ア
側

に
拒
否
さ
れ
た
。
し
か
し
。

　
「
神
戸
の
震
災
の
時
に
助

け
て
く
れ
た
。
何
か
お
返

し
を
し
た
い
」
と
言
っ
た

ら
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
困
っ
た
時
は

　
「
私
は
今
、
あ
な
た
を
助

け
ま
す
が
、
将
来
私
が
困

っ
た
ら
助
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
精
神
が
、
世
界
に

混
用
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
っ
た
の
で
す
。
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
精
神
だ
け
で

″
施
す
援
助
″
で
は
な
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
手

の
プ
ラ
イ
ド
を
尊
重
す
る

こ
と
。
そ
う
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
原
則
を
、
支
援
を
通

じ
て
積
み
重
ね
る
こ
と
が

で
き
た
。
現
場
に
は
普
遍

性
が
あ
り
ま
す
。

　
□
理
想
と
現
実
□

　
も
ち
ろ
ん
成
功
ば
か
り

Ｉ
Ｊ

・
一
手
・
一
一
４
一
一
一

Ａ
は
、
世
界
3
0
の
国
・
地
域
の
支
部
、
役

割
に
応
じ
た
五
つ
の
団
体
を
持
つ
組
織
へ

つ
を
遂
げ
た
。
国
際
医
療
教
授
団

体
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
理
由
と
は
Ｉ
。
次

の
時
代
に
向
け
て
何
を
目
指
す
の
か
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
荒
波
茂
代
表
に
聞
い
た
。
【
石
戸
諭
】

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
難
民

救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

し
て
も
ら
え
る
「
正
統
性
」

が
必
要
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
生
懸
命
だ
け
で
は

分
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
在
、

ど
、
始
め
た
は
い
い
が
濁
一
国
運
経
済
社
会
理
事
会
の

　
□
次
の
ス
テ
ッ
ブ
ロ
　
ー

1
1
1
1
1

1
　
ま
ず
、
「
ネ
パ
ー
ル
子
ダ

砿
病
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ

ー
を
拡
大
し
ま
す
。
コ
ン
竺

ラ
ト
は
「
平
和
と
幸
福
」
で

言
人
々
に
幸
福
を
実
感
・

言
）
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
｛

蜃
療
や
教
育
に
ア
ク
セ
ス

瀧
口
言

］
説
示
占

足
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
一
総
合
協
議
資
格
を
持
っ
て
・
と
普
及
さ
せ
、
国
際
社
会
一

り
ま
し
た
。

い
た
の
は
、

そ
こ
で
気
付
一
い
ま
す
。
こ
れ
で
支
援
活
ぞ
共
有
で
き
る
価
値
狽
に
‐
1

国
際
社
会
で
一
動
の
正
当
性
だ
け
で
な
Ｉ
高
め
る
こ
と
で
す
。
わ
柏

は
正
し
い
行
為
を
す
や
く
、
現
地
で
円
滑
に
行
動

［
正
当
性
］
だ
け
で
な
く
、

な
ぜ
そ
こ
に
存
在
す
る
の

く
、
現
地
で
円
滑
に
行
動
’
り
や
す
く
言
え
ば
、
英
帯

す
る
た
め
の
正
統
性
を
見
の
辞
書
に
単
語
と
し
て
敏
一

保
し
や
す
く
な
り
ま
し

か
を
い
ろ
ん
な
人
に
納
混
こ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー

サ
イ
ク
ロ
ン
被

を
開
始
し
た
。
６
月
1
0
日
～
1
6
日
に
は
、

人
道
支
援
の
受
け
入
れ
に
慎
重
だ
っ
た

軍
事
政
権
下
な
が
ら
、
日
本
人
医
師
ら

５
人
も
派
遣
し
た
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
の
南
約
7
0
♂
の
ク
ン
ジ
ャ

ン
ゴ
ン
市
で
の
巡
回
診
療
で
は
、
ボ
ー

ミャンマー・サイクロン被災者の診療に

あたるＡＭＤＡスタッフーＡＭＤＡ提供

結
成
直
後
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
＝
１
９
８
４
年
、

イ
ン
ド
で
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
）

・埋μ或に
ワーク

30（7）匡］

ネット
が主導し､日本本部や他の

海外支部が必要に応じて援

助する。

　「文化､宗教､歴史が異な
る共同体で活動する際に重
要なのは､信頼できる入:こ

現地を任せるここ｡と菅波

代表:ま話す｡Q3缶のミャン
マー･サノクロン被災と中

国･四川霧大地握｡ミャンマ

ーでは現地支部を中核に日
本から救援チームを派遭、

四川では台湾支部を中心に

対応した｡世界的なネット

ワークを生かした迅速な援

助が可能になりつつある。

　菅波代表は「ある共同体
がどんな原理原則に基づい

て動いているかを理解しな

いと、不信感から排斥につ
ながりやすい。自他の違い

を不幸ではなく、財産にす

ることが肝要」という。

歴
史
と
組
織

現
地
信
頼
す
る
大
切
さ
知
る

　ＡＭＤＡの原点は79年ま

でさかのぼる｡設立時の名

称は｢The Associatio

n　ofM崎dical　Doct

orsof Asiaぐ＝アジア

医師連絡協議会巡｡79缶､Ξ

際問題となっていたカンボ

ジア難民救援のため、医学

部生と荒波茂代表が現地に

飛んだ。しかし、難民キャ

ンプの位置も分からず、活

動の受け入れもままならな

い。善意だけでは何もでき

ない。ネットワークの重要

性を学ぶところからＡＭＤ

Ａは始まった。

　ＡＭＤＡの拠点は現在30

の国・地域に及ぶ海外ネッ

トワークにある｡共有する

のは｢現地を信頼する＝ロ

ーカルイニシアチブ｣とい

う考え方だ｡災害発生時の

救援･復旧態勢作りは現地

一
せ
ら
れ
た
ら
い
い
。
実
現
一
Ａ
の
文
化
的
使
命
の
到
達

】
す
れ
ば
、
そ
こ
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
一
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
場
か
ら
得
ら
れ
た
原
則

インタビューに答えるＡＭＤＡグループ

　　　　　　　　代表・管波茂さん一岡山市内で
- 一 一

　
0
8
年
５
月
、
中
国
・
四

川
省
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

・
７
・
８
を
記
録
す
る
大
地

｢政治的対立と支援は別｣
ト
で
移
動
し
な
が
ら
６
０
０
０
人
を
超

　
中
国
・
四
川
大
地
震
で
行
わ

心
延
箆
諸
口

寝

言
し
か
し
ｙ

｀
　 一
も
こ
な
し
た
。

大
洋
引
付
に
］

震
が
発
生
。
こ
の
地
盤
で
以
Ｄ
Ａ
と
し
て
2
0
人
を
超

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
台
湾
支
部
を
え
る
医
師
、
看
護
師
が
現

中
心
に
、
雲
南
省
大
地
震

や
四
川
省
の
霊
舎
（
と
も

一

に
9
6
年
）
で
の
援
助
活
動
・

え
る
患
者
を
診
察
し
た
。
海
外
か
ら
の
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
‐
‐
｡

支
援
受
け
入
れ
に
消
極
的
な
軍
事
政
権
を
生
か
し
た
医
・
療
救
援
を
‐

‐

に
対
す
る
国
際
的
な
批
判
が
強
ま
る
担
っ
た
。

中
、
「
全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
。
活
動
に
あ
た
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

正
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
的
な
対
・
Ａ
に
中
国
政
府
が
出
し
た

立
と
災
害
支
援
は
別
物
だ
」
（
菅
波
代
条
件
は
、
（
中
困
で
の
医

表
）
と
″
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
流
″
の
国
際
貢
献
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
こ

論
を
実
践
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
と
と
中
国
語
の
治
学
力
」
。
。

　
Ｈ
月
に
来
日
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
日
本
か
ら
は
、
二
つ
の
条
’

省
の
パ
イ
ン
・
ソ
ウ
副
大
臣
は
、
Ａ
Ｍ
件
を
満
た
す
岡
山
大
の
汪

Ｄ
Ａ
本
部
（
岡
山
市
）
を
訪
問
し
、
「
令
達
紘
医
師
や
現
地
の
調
整

後
も
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
共
に
協
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ
が
派

力
し
合
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。
酒
さ
れ
た
。
結
果
的
に
Ａ

　
　
ま
た
、
震
災
後
の
精
神

・
的
な
不
安
を
持
つ
患
者
も

多
く
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
も
行
っ
た
。
中
国
に

限
ら
な
い
が
、
ス
ム
ー
ズ

な
支
援
態
勢
の
連
携
は
、

過
去
の
支
援
活
動
を
生
か

し
た
ネ
ッ
ト
マ
・
・
ク
の
存

在
が
大
き
か
っ
た
と
言
え

る
。

１
１
や
夕
４
１
１
Ｉ
Ｉ
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｀
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一
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84年

91年

92:

93=

肺

95:

年

８月

４月

1月

年１月

　12月
年４月
年１月
　６月
　　９月

96年４月
97年１月
　　８月

98年８月
　　11月

99年４月

　　８月

00年９月

01年４月

　　８月

　　９月

02年７月

03年６月

　　12月

04年11月

　　12月

05年９月

　　10月

06年７月

07年３月

　　８月

　　11月

08年５月

ＡＭＤＡ２５年の歴史

ＡＭＤＡ設立

クルド湾岸戦争被災民救援
ＡＭＤＡ国際医療情報センター活動開始
フィリピン・ピナツポ火山噴火被災民救援
ソマリア難民緊急救援医療

ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西開設
ＡＭＤＡ東京オフィス開設

阪神大震災緊急救援
国運ＮＧｏ認定（カテゴリーｎ）

第２回国運ブトロス・ガリ賞受賞
レバノン被災民緊急救援
福井県三国町タンカー重油流出事故救援
ＡＭＤＡ国際ボランティア研修センター開所

パプアニューギニア津波緊急救援
ネパール子ども病院開院
ミャンマー子ども病院プロジェクト開始

コソボ難民支援緊急救援
トルコ西部大地震緊急救援
モザンビーク大洪水緊急救援
ＡＭＤＡ国際医療情報センターが内閣府より特定

非営利活動法人の認証を受ける
荒波理事長が三木記念賞（国際親善部門）受賞
米国同時多発テロ被害への緊急医療支援

アフガニスタン支援活動
アルジェリア地震被害緊急救援
イラク復興支援
ＳＡＲＳ対策支援

イラン南東部大地腹緊急救援
新潟県中越地震支援
環インド洋（スマトラ島沖）地腹・津波緊急救援
ハリケーン「カトリーナ」被害緊急救援

パキスタン北部地震緊急支援
国運経済社会理事会「総合協議資格」取得
能登半島地震支援
ペルー沖地腹緊急医療支援

グシ平和賞受賞
ガンジー人道支援賞07受賞
ミャンマー・サイクロン被害緊急支援

中国四川省地震被害緊急医療支援

ＡＭＤＡグループ組織図

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

社
会
開
発
機
構

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

国
際
福
祉
事
業
団

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー

ラ
ン
ド
支
部

カ
ナ
ダ
支
部

ペ
ル
ー
な
ど

中
南
米
５
支
部

ア
ル
バ
二
ア
な
ど

欧
州
４
支
部

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ル
ワ
ン
ダ
な
ど

ア
フ
リ
カ
４
支
部

台
湾
な
ど

東
南
ア
ジ
ア
・

中
東
1
5
支
部

田
田
外
一
新
見
市
唯
一
の
出
産
施
設
「
国
際
貢
献

大
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

　　｢ひとつ、過疎地

にも手を差し伸べて

もらえんじゃろか｣

。旧哲多町
新見市）の町長、

順
竹

元武士さん(70)の求

めで市内唯一の出産

施設｢国際貢献大学

校メディカルクリニ

ック｣(同市哲多町)

が設立されたのは

03年９月。５年間で

新しく生まれた命は

550人を超えた。

　クリニックは｢地

域づくりと国際貢

献｣を掲げ、01年に

設置された研修施設

　｢公設国際貢献大学

校」（同）の関連施

設。年間約130人の

出産を扱う。市内は

むろん､県境の広島、

る。

国
際
貢
献
大
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
″
″
）

９
Ｕ

　校営管理者でＡＭ

ＤＡ副理事長の的野

秀利さん（4Dによる

と、大学校誘致に乗

り出した３市２町の

うち哲多町の条件が

最も厳しかったが

　「ローカルで不便。

ＡＭＤＡが支援に訪

れる地域に一番似て

いるため選んだ」と

いう。元町長の竹元

さんは、「医師集団

のＡＭＤＡ関連の施

設ができれば、医師

派遣も･

｜いる。

という考

|
l
l
l
l
l
!
|
一
一
］

」
4
1
1
1
1
…
:
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1

n
l
M
’

一
・
！
一
・
一
一
”

司
刳

―

く剱
心
ぷ
ふ
る
「
小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
神
奈
川

支
部
代
表
で
院
長
の
小
林

米
幸
さ
ん
が
「
開
業
医
に

も
で
き
る
国
際
貢
献
を
」

と
9
0
年
に
開
院
し
た
。
以

来
、
延
べ
約
４
万
４
０
０

０
人
の
外
国
人
患
者
を
診

察
。
―
日
3
0
人
を
超
え
る

日
も
あ
る
。

　
取
材
当
日
の
朝
、
市
内

に
住
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身

通
訳
、
石
聞
フ
ロ
ル
デ
リ
‐
‐
‐
ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
な

サ
さ
ん
（
4
6
）
が
タ
ガ
ロ
グ
い
。
日
本
が
排
他
的
な
の

語
で
伝
え
た
。
石
開
さ
ん
で
は
な
く
、
準
備
不
足
な

説
明
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

国
人
と
い
う
理
由
で
受
け

　
Ｉ
♂
ｄ
－
１
一
一
Ｉ
j
l
l
~

l
d
i＝

i

’
1
”

“
i
＆
J
I
I
I
l
u
～
＝
l
j
％
Q
I
‾
　
l
l

別
」
と
話
す
。
専
門
的
登
て
お
り
、
小
林
さ
ん
は
「
外
乙

（
4
5
）
が
、
長
女
の
ク
レ
ア

ち
ゃ
ん
（
８
）
を
連
れ
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
に
訪
れ
た
。
滞
日
1
5
年

超
と
い
う
ロ
ザ
リ
オ
さ
ん

は
日
本
語
も
達
者
だ
が
。

　
「
病
院
で
の
言
葉
は
全
く

ク
は
７
カ
国
語
に
対
応
し
Ｊ

神
奈
川
県
大
和
市
に
あ
一
の
豊
田
ロ
ザ
リ
オ
さ
ん

ら
に
よ
る
と
、
日
本
語
に

不
自
由
し
な
い
外
国
人
で

も
「
病
院
で
は
症
状
を
伝

え
ら
れ
な
い
。
医
師
の
言

葉
が
難
し
く
て
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
。
ク
リ
ニ
ッ
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悒
攻
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又

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
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（
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）
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｀
ド

几

い
Ｉ
Ｊ
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…

一
緒
。
多
言
語
で
翻
訳
す
れ
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暑
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一
・
自
―
自
Ｉ
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Ｉ
一
・
φ
争
一
一
・
・
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一
・
・
φ
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
・
一

●●

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
国
境
を
越
え
た
災
害
地
へ
の
医
療
救
援
だ
け
で
は
な

い
。
へ
き
地
医
療
へ
の
対
応
や
増
加
す
る
外
国
人
へ
の
医
療
支
援
な
ど
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
。
二
つ
の
現
場
か
ら
報
告
す
る
。
【
石
戸
諭
、
石
川
勝
義
】
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自
Ｉ

一
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・
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だ
け
」
と
指
摘
す
る
。
例

え
ば
、
「
大
病
院
は
案
内

が
な
く
て
も
分
か
る
。
で

も
小
さ
な
診
療
所
は
？

検
診
な
ど
の
広
報
も
Ｉ

ば
い
い
だ
け
な
の
に
」

　
小
林
さ
ん
が
発
起
人
で

理
事
長
を
務
め
る
東
京
・

新
宿
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、

薬
や
医
療
制
度
、
通
訳
の

-

１

依
頼
ま
で
幅
広
い
相
談
が

寄
せ
ら
れ
る
。
タ
イ
料
理

店
を
営
む
タ
イ
人
女
性

（
5
1
）
は
「
病
院
で
分
か
る

の
は
『
大
丈
夫
』
『
ま
た

来
躍
だ
け
だ
っ
た
こ
と

も
あ
る
』
と
話
す
。
女
性

が
知
り
た
い
の
は
「
な
ぜ

大
丈
夫
な
の
か
」
と
い
う

説
明
だ
。
同
国
出
身
の
看

護
師
、
心
光
ス
リ
パ
ン
さ

ん
（
5
8
）
は
「
言
葉
が
通
じ

な
い
、
お
金
が
な
い
な
ど

の
理
由
で
病
院
か
ら
遠
ざ

か
り
、
手
遅
れ
に
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
」
と
い
う
。

　
「
大
事
な
の
は
地
域
全

体
で
受
け
入
れ
る
と
い
う

姿
勢
で
は
な
い
か
」
示
林

さ
ん
）
。
患
者
が
納
得
す
る

医
療
を
人
種
・
民
族
を
問

わ
ず
提
供
で
き
る
か
。
国

内
で
の
国
際
医
療
支
援
の

試
金
石
と
言
え
る
。

通訳の女性（中央）が予防接種の内容などを説明する
　　　　　一神奈川県大和市の小林国際クリニックで

ＡＭＤＡ国際医療情報センター－には外国人

からの電話が相次ぐ

えがあったのも確

か。それでも令、新

見に安心して出産で

きる施設があること

は誇り･｣と胸を張る。

　さらに､隣接する

介護老人保健施設も

烏取からも妊産婦が訪れ含め､働く人の99価は地

る。同クリニックで出座元住民だ｡医療･福祉サー

した新見市上熊谷の主ビスの提供と同時に､地

蜂、前本こずえさん（27）l元の重要な雇用の徊でも

は「（産科のある）高梁ある｡的野さんは「我々は

市までは１時間かかってプログラムを持ち込んだ

いたが、30分になり、安回ごけですが､地域づくり

心できました」と話す。１のモデル事業としては成

　同クリニックの河相原功｡地塗地酒･自己完結型

一郎院長（59）は「『こののへき地医療の実践は、

地域の医療を支える刄とj毎外支援でのモデルケー

いう意志が原動力です。｜スに結び付く」と話す｡地

診察を通じた人間関係も域医療と国際貢献､根底

大切にしたい」と強調すにある考え方は共通して
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